
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

【目標・ねらい】 

①景観に対する市民意識の高揚を図る 

②美しく潤いのある快適なまちづくりの

推進 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

・入場者数は約 100 人と目標には届かなか

ったが、大学や高校等の建築学科等を訪問

して学生・生徒の参加を依頼した結果、上

小地域だけでなく長野市など他地域から

も大勢参加いただくことができた。 

・建築関係の事業者にも多く出席いただき、

景観に係る専門的な講演が聞けて勉強に

なったとの声が聞かれた。 

（上小地域） 

平成２７年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

   事 業 内 容    

１ 都市景観賞 

(1)都市景観賞の募集・選考・表彰 

 平成 27年 4月 1日から 8月 28日まで募集 

 平成 27年 10月 5日上田市景観審議会による選考 

 平成 27年 11月 21日（土） 表彰式 

（花と緑のまちづくりコンクール表彰式同時開催） 

   

２ 景観づくり講演会 

  開催日 平成 27年 11月 21日（土） 

  講師 柳澤孝彦（サントミューゼ設計代表者）     【景観づくり講演会の様子】 

 

   事 業 効 果    

① 当該事業は、地域の個性や特色を生かした良好な  

景観の形成を促進する上で景観に対する市民意識の

高揚を図るための重要な役割を果たしております。 

 また、今後は、受賞した物件や活動について、市

のホームページやパンフレット等で紹介するととも

に、景観ウォッチング（街歩きイベント）で、受賞物件等を訪れることなどの事業を実施

することにより、景観まちづくりのひとつの手法として広く市民に発信することができる

ものと考えます。 

② 入場者数  約 100人 

③ 上田市都市景観賞  表彰物件 2件 

  出席者（施主、設計者、施工者、活動団体）5人 

 

   今後の取り組み    

① 景観に対する市民意識の高揚を図るためにも、都 

市景観賞及び景観づくり講演会を、今後も継続して

実施してまいりたい。 

② 受賞した物件や活動について広く市民にお知らせ

し、良好な景観形成の参考となるようにしていきた

い。 

③ 景観ウォッチング（街歩きイベント）において、

受賞物件を訪れるなど活用していきたい。 

 
※１自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

事業名 都市景観賞及び景観づくり講演会開催事業 

事業主体 

（連絡先） 

上田市 

（都市計画課） 

事業区分 ⑤環境保全、景観形成に関する事業 

事業タイプ ソフト・ハード事業 

総事業費 816,712円（うち支援金 522,000円） 


